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日本の大手銀行グループ、保険会社や地方自治体による 

化石燃料及び原発関連企業への投融資に関する調査発表 

 

石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料の燃焼により発生する CO2は、地球温暖化の最大の原因で

す。国際環境 NGO 350.orgは地球温暖化問題の新たな解決策として、化石燃料関連企業への投融

資撤退を求める「ダイベストメント（divestment）」と呼ばれる取り組みを世界中で展開してきま

した。 

 

二酸化炭素排出量の多い石炭火力発電所の新設計画について、「是認できない」という主張を続け

てきた環境省がそれを条件付きで容認する方針を先日発表しました。昨年の「パリ協定」を受け、

世界で「脱炭素」の流れが強まっています。今年 G7首脳会談の主催国である日本に対して、この

政策の転換は国際社会の厳しい批判を招くでしょう。 

 

このような状況に異議を唱えるために、地球温暖化を加速させる化石燃料関連企業に対する日本の

投融資の現状を確認しました。同時に国民からの強い反対が続く原子力発電所を支える原発関連企

業への投融資状況も調べました。 

 

350.org Japanは「ダイベストメント」キャンペーンの一環として、銀行グループ、保険会社や地

方自治体に焦点をあて、それらの化石燃料関連企業1または原発関連企業2への投融資に関する調査

を行い、その結果を発表しました。 

 
 

主な調査結果 

● 銀行グループによる化石燃料関連企業、原子力関連企業、国内石炭増設関連企業を調査し

たところ、化石燃料関連企業と原子力関連企業については、三菱 UFJ が最も多額の投融資

を行っており、みずほ、三井住友、三井住友トラストの順だった。また、国内石炭増設関

連企業に対しては、みずほが最も多額の投融資を行っており、三井住友、三菱 UFJ、三井

住友トラストの順だった（表 A-1及び A-2参照）。 

● 保険会社による化石燃料関連企業（三菱商事、出光興産、三井物産、伊藤忠商事、丸紅、

INPEX、JX ホールディングス）、原子力関連企業（東芝、三菱重工、日立製作所）、国内

石炭増設関連企業（関西電力、J-POWER、東京電力、中部電力、九州電力、中国電力、神

戸製鋼所、東京ガス、丸紅、出光興産）を調査したところ、化石燃料関連企業に対しては

明治安田生命が最も多額の投融資を行っており、日本生命、MS&ADの順であった。原子力

関連企業と国内石炭増設関連企業に対しては、いずれも日本生命、明治安田生命、第一生

命の順だった（表 B-1及び B-2参照）。 

● 自治体による電力会社の株式保有状況を調査したところ、東京都、富山県、大阪市、神戸

市、山口県、高知県、沖縄県が電力会社の株式を大量に保有していることが明らかとなっ

た。 

 
 
 
 

                                                           
1化石燃料関連企業は、Fossil Free Indexes の石炭・石油・ガス関連企業トップ 200 社, (http://fossilfreeindexes.com/research/the-carbon-

underground/) そして国内石炭増設設備容量の多い 10 社（関西電力、J-POWER、東京電力、中部電力、九州電力、中国電力、神戸製鋼所、東京

ガス、丸紅、出光興産）気候ネット「国内石炭火力発電所建設・入札・廃止予定リスト 2015 年 7 月 1 日更新版）。地方時自体による化石燃料関連

企業への投資は電力会社の保有株式を含む。 
2  原発関連企業は、国内で原子力発電プラントメーカーである日本企業 3 社（東芝、三菱重工、日立製作所)、そして 6 大陸から、核エネルギーに

関わる企業 80 社（ウラン鉱山や燃料製造、原子炉の建設、運用、廃棄物管理を含む 

（http://www.banktrack.org/show/pages/nuclear_banks)。 

http://fossilfreeindexes.com/research/the-carbon-underground/
http://fossilfreeindexes.com/research/the-carbon-underground/


 

表 A-1：銀行グループによる化石燃料・原発・国内石炭火力増設に関連する企業への投資形式の内

訳（単位：億円） 

  投資形式 三菱 UFJ みずほ 三井住友 三井住友トラスト 

化石燃料 

株式保有 1,599 2,150 1,288 1,674 

融資 4,071 1,789 2,120 196 

合計 5,670 3,939 3,408 1,870 

原子力 

株式保有 1,162 246 223 56 

融資 2,511 1,003 543 520 

合計 3,673 1,249 766 576 

国内石炭 

株式保有 543 1,824 754 766 

融資 7,792 10,462 9,708 2,921 

合計 8,335 12,286 10,462 3,687 

上記 3つの合計 16,875 16,842 14,563 5,612 

※各社の有価証券報告書及び東洋経済「大株主要覧 2014」を参照。 

※丸紅は化石燃料、国内石炭双方に含まれているため、3つの合計では重複分を除外。 

表 A-2：銀行グループによる化石燃料・原発・国内石炭火力増設に関連する企業への投融資 順位

（単位：億円） 

化石燃料 原子力 国内石炭 3つの合計 

1 位：三菱
UFJ 

5,670 1 位：三菱
UFJ 

3,673 1 位：みず

ほ 

12,286 1位：三

菱 UFJ 

16,875 

2位：みずほ 3,939 2位：みずほ 1,249 2 位：三井

住友 

10,462 2位：み

ずほ 

16,842 

3 位：三井住

友 

3,408 3位：三井住

友 

766 3 位：三菱
UFJ 

8,335 3位：三

井住友 

14,563 

4 位：三井住

友トラスト 

1,870 4位：三井住

友トラスト 

576 4 位：三井

住友トラス

ト 

3,687 4位三井

住友トラ

スト 

5,612 

※各社の有価証券報告書及び東洋経済「大株主要覧 2014」を参照。 

※丸紅は化石燃料、国内石炭双方に含まれているため、3つの合計では重複分を除外。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

表 B-1：保険会社による化石燃料・原発・国内石炭火力増設に関連する企業への投資形式の内訳

（単位：億円） 

 
投資 

形式 

日本 

生命 

第一 

生命 

明治安田 

生命 

住

友

生

命 

東京 

海上 

損保ジャパン 

日本興亜 

MS&A
D 

化石燃

料 

株式保有 1,344 468 1,532 169 1,949 555 2,502 

融資 3,700 800 4,794         

合計 5,044 1,268 6,326 169 1,949 555 2,502 

原子力 

株式保有 1,212 1,047 478 109 263 132 100 

融資 950 170 990         

合計 2,162 1,217 1,468 109 263 132 100 

国内石

炭 

株式保有 3,021 936 1,177 106 207 338 120 

融資 5,479 955 1,651 396 30     

合計 8,500 1,891 2,828 502 237 338 120 

上記 3つの合計 14,585 3,406 8,871 780 2,242 694 2,722 

※各社の有価証券報告書及び東洋経済「大株主要覧 2014」を参照。空欄部分は不明であり、株式保有がないことを示し

ているわけではない。 

※丸紅は化石燃料、国内石炭双方に含まれているため、3つの合計では重複分を除外。 

表 B-2：保険会社による化石燃料・原発・国内石炭火力増設に関連する企業への投融資の順位（単

位：億円） 

化石燃料 原子力 国内石炭 3つの合計 

1 位：明治安

田生命 

6,326 1 位：日本

生命 

2,162 1 位：日本

生命 

8,500 1位：日本

生命 

14,585 

2 位：日本生

命 

5,044 2 位：明治

安田生命 

1,468 2 位：明治

安田生命 

2,828 2位：明治

安田生命 

8,871 

3 位 ：
MS&AD 

2,502 3 位：第一

生命 

1,217 3 位：第一

生命 

1,891 3位：第一

生命 

3,406 

4 位：東京海

上 

1,949 4 位：東京

海上 

263 4 位：住友

生命 

502 4位： 

MS&AD 

2,722 

5 位：第一生

命 

1,268 5 位：損保

ジャパン日

本興亜 

132 5 位：損保

ジャパン日

本興亜 

338 5位：東京

海上 

2,242 

6 位：損保ジ

ャパン日本興

亜 

555 6 位：住友

生命 

109 6 位：東京

海上 

237 6位：住友

生命 

780 

7 位：住友生

命 

169 7 位 ：
MS&AD 

100 7 位 ：
MS&AD 

120 7位：損保

ジャパン日

本興亜 

694 

※各社の有価証券報告書及び東洋経済「大株主要覧 2014」を参照。 

※丸紅は化石燃料、国内石炭双方に含まれているため、3つの合計では重複分を除外。 

 

調査結果の詳細に関しては、以下までお問合せください。 

ダイベストメントキャンペーン担当：古野真（350.org Japan 代表） 

Email:shin@350.org / Tel: 070-2793-3648 

メディア担当：棚尾真理絵（350.org） 

Email:marie.tanao@350.org / Tel: 090-2183-2113 


